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ζのJ旨導法は ，学年ZリK教育課程を編成し， 学年別K学習指導を行なうわけであるから.ーを ζκは，









にする ζ とが非$;rc 闘難でる;.，~
イ， 指導が学年どとV"C分断され ， 不統一κなるの したがって，児童の学習Vても ~轡を及ぼし，
思考過程を分怨させるおpそれがあるの
ウ ， 教師は教材研究や資料の準備もこ筒学年分Lt.r.trthゅならなν.~1):ï(:，多くの!侍間と労力音色応、E込とする、
しか し， こう した嗣指点、が指摘されるにもかかわらず，現場の腹式情導は一般1'(，学年別に借導をす
すめている傾向が扱いよ 合札也、われるの・つまり，学年別の倍増イ也教科書1:-中心にして学年どとκ府議す
ればよいのであるから，花式指￥"の粧品主の未熟な故前て・あっても ，容易I'cr伝説でさ との を先制彦二郎氏は‘
ぞの著「後式学級論jで， rζ;J_) ]j;}_ビ学年切な学習f旨主導)ω教育課程lモ従って学習指導をすすめて行け
ば議でも一応被式学級を終営し-cγjr寸ゐということがいわれていゐ、d干後:r.¥:学級1'(1迅心ゃ経駿のない教
師が最初に手をつけるのは ζ うした教育謀位であろうI寸 Jと湘jdfしているの このようκ，学年別の抱議
!はだれにでもできる容易忌刀、あ り，しかも学年の発巡と教科の系統jgニK即応、したJ担当子ができるという長






















第 5の:旨導万法は .学年のわ〈をはずし児i¥のひとりひとbの自主的学省IV亡，)エー トを必〈個別指導
であるc 後式学級¥bゐ加は多級後式rιなけゐ児Jftの人波は，学年加にわけふと一般1'(3人 5人という，J、
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人数で構成されていゐ場合が多いわとのような特殊性があるから ，たとえば4 0人， 50人の児童で構
成されている単式学級の指導をそのまま複式学級Kもち込んできても，指導が介散したり断片的になる
だけで ，能率があがらなwばかりか ，児J貨の能力をもじめうぶん開発されるものではないの したがって，
小人数学級の学習指導では ，ひと !?Uとりの児童に白をそそぎ ，児Ii:の能力VC:@した個別的な指導が効
果的であると考えゐn しかし ，との指導法κも限界があるのたとえば ，複式学級にないていっほうの学
年が 10人を ζえ，他の学年も10人前後の児童で構成されている学級では，個別J指導を徹底させるとと


















革新とティ ーチング ・マシン」のなかで r学年別なl以り扱いにつきまとう問題は，直接指導と間接指
導についてであり ，就中 ，間後指導をどのよう K行なうかが指導の可否を決定する重袋なポイン トとな
るうのjと論述し， さきVCあげた安部彦二部氏も同様な見解を述べている。
(2) 間接指導の問題点




















があるのであるから，複式指導を改善するひとつの方法として ，間接指導の質を高める ζ とにあると考
える。その改善策のひとつと して， 間接指導のなかKシート式磁気録音機を導入するならば，学習指導
や学習管理面に砕いて解決される部面が多いのて'はなかろうかn
シート式磁気録音機は出和 35年Kわが固で開発された一様のテーチング ・マシンであるの ζの機材
は ，γートを作成した り再生したりする装置であって，シー トは表面K文字，絵 ，写真，グラフなどを
印刷するととができ，差是面Kは ，磁気撲がぬってあり音声を録音する乙とができるので，視覚と聴覚と
の両面から学習の効果を高めることのできる特長をもったものであるn しかも ，操作がきわめて簡単で

























へき地復式学級に機材が入り ，本年，昭和40 !年度宋には累計すると 126台(陥和40年 10月現在
5 8学校 ，分校で使用)補助される予定であるれ
そとで， との研究の第一段階として，機材を所布すゐ学校(分校)では，①機材をどのように剰閉し


















































必 lp. ~:c r.t~ it-の，i:'lみ 2 ・Jゼ力、fこ
l旦 I，!iJ.rP元j旨与の方法
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との調 査は ，へき地小胤関学校における学切借入Uのヨミ餓と ，シートrc磁気録音機 の利 用の尖態管 し
らべて ，へき地投式学級における宇宙指むの改穆に 役 fごてる 資 料争つ く るために ，行なうものであり
ます。
2. 鯛査対象
との銭l査は ，へき池小学校の複式学級 (三 ，四郎綴式も含む) ・単級学級における学習指導の なか
で .シー ト式磁気録音俄 舎利用した ζ とのあるすべての先生そ対象にして ，調査するものであり烹すe
3. 弘司:fi日と江主迫全日
この制創立 ，昭和4日年 1日月 20臼までに各先生乙・ょに記入し ，学校(分校 j が とり ま とめて ，
1日月 25日 よでに新潟県立教育研究所あてにお送り〈にさい。
4 備 点
乙の調査亘書Eこひかれた乙とがらは ， 調査目的仏)~Ii遊資料ぞつく るためにだけ使われるもので ，その
他 の g的に 使う乙 とl"t(廷してあり ませんか内，ありのままに ，C 記入くださるよ うお願いいたしま -tr。
I ~è-A_i~ìÆ.hl I 
1. 各 11<'ニLに特別tI)j円"' J 'が仕い幼合は ， 該当寸る~~凶白 -'é l つだけえらん で ， その紀号をCでかとんで
.( .む、
ょ I #: i:._. ~ . _~: i . J 戸:..(!， ¥ . #^、:ー ， 、 .'， "1.二忌 l丑 ，見自主宰をoいてくださいω
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該当事項にO または数字そご記入ください






















































ある。 …………・・ 一〔乙れにCをつけた人出血ぞのかないでください。 〕
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イ 作成中でめる。
ウ ζEい。 ... . ・ H ・H ・H ・....… 〔乙れにO~号つけた人は回 . 回を祖回、ないでください。 J
回 あなたの学校 L分綬〕の純式学習指君主計画ぞ作成するときに ，とくにと弓い弓ととを重視しました
1J>o 
ア 数料における学習内容の系統性 ぞとくに7官んじて開成 した 。
イ 児盆の主主活経験ぞとくに主主ん じて 編 成した。
ウ 数料における系統性と児童霊の生活経験のどちらも考慮して ，とくにどちらかいっぽうを重 視した
編成の しかたではない。
エその他。 (









回 復式学習計踊がまだ用窓されていとCい ことについ て ，その辺自をえらんでく だ さい 。
ア 複 式学籾指導創闘は，o、復でとrい コ
イ 必艇は書留めるけれども作成できない。








回 各教科の学習F指導l立 ，つ ぎのどのIjJ項に骸当しますか。核当する蜘ニ0印をつけて ください 。
7 ・・・・・・・・・ 指 導 すべき内容ぞ榊成して ，年間をとおして問単元指泌を行伝っている。
イ ・・・・・・ 倖閲をとお し・ては1司単元指穏をしてはいな い が，指導すべき内容に よって は ，部 分的に
!司単元指揮耳を行なってい る。
ウ . • ..•.• . . 指導廿ーベきすべての内容につい て ，年聞をとおして学年別の指導を行なって いる。
エ ・ ・・ ・・ 学年別に主主校時間をず らして ，学習指導ぞ行なっている。
オ ……… その他。(
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エ ・・・・・ I司教科 間単元 同程度
オ ......... その他






凶 各 教科を同単元指諸事で実胞L・7ニ場合 ，つぎのどの類取にμ しますか，該当ゴる岐にO印をつけてく
~さい。
ア ・・・・・・・ 二本銀(徳武学般において ，二世百学年の単元信、A ，β lI'i手段に配分レて ，n局単元で同学
年を指導し・ ，-年 間で金内容をむ!Qさせようとする災 ) ~ ， 主と司る。
イ ・・・・・・ ・ 一本主総(観式学級の両学年:ニ対 l ，同単元を成主主 し ，そのtI1元を二年間くりかえして全
内容を習得させようとする採)を，主とする。
ウ ・ ・ ・・ 教材の 組員置により ア， ィ を併用@
エ ……… その他。(





回i学年別で学習指導 そす rめる品合 ，間接指潟と してどのよ うな方法をとっvて いますか。っさのなか
から該当する事羽をえらんど ，その記号。ニO印をつけてくとさい 。 cし、〈つでもよい〕そのなかで ，
あなたがもっとも多く行な弓方法ぞ 1つ え 内んで0印そつけて ください。
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ア 白{'!'プリントやヲ・クブワク位どそあたえて ，問 JEj解決の強化をはかる。
イ 漢字の仔取り中宮1・で1問凶花どのよ ろ (Ckif'rl ~主 l舗~:.串ら ける，
ウ ζ れから学習するととろの教科舎を然続させて ，lfi.入の強化をはかる。
エ プリント阜教科丹の閥聞をあたえて ，内己粉断テユトをさせる。
オ I)gItrf重注争各額資料などを利用して ，知郡王中解ぞいっそう深める。
カ テレピ ，ラジオ ，I決凶などの視聴覚教具そ活向して ，経験領域の拡大化をはかる。
キ シート主主磁気録音機串プ υ グラム ・シ ー トをあたえて ，積極的学習をすすめるロ
クその他。(
一一一一調 査 B一一一一シート式低気綴育機 利用の実態調企












数 事4 量睦 育
シート作成枚数
l2J シー ト式磁気録音機;立 ，どのよう伝学習形態のと容に ，料用されるととが多いですか。
ア 学年別の指潟における間接指場ωなかで ，一 斉進度学習のとき。
イ 学年別の指穏における間線街ぬのとEかで .!同制進1史学習のζ き。
ウ 問単元指導で ，一角巡lJr学げのとき。
エ 同月主元指芸tf.で .j制別泌氏・手むのときu
オ 図御室で学脅するとき。 l凶-:.!};iîé号~!二 機材を常 b~li L. ，皮革庄でわからなかったり ，欠席L.たときな
どに ，自由に 個 別学習するようζr場合をいよう。 J
カその他。(
凶 シート式磁気録音樹立 ，学智展開のどの湯語で ，利用されるととが多い ですか。
ア シート式磁気録音微だけで行1';;("':;}0 
イ シ ー ト王丸滋気録音機 ぞ申心におく n (ねらいの箆寝間分の徹底定岩のために)
ウ シート式磁気録王子微を潟入の段階で利用守る。

















i畠 シ ー ト作成時における問題点
回学習展開時における問阻点
- 12ー
W 調 査 の 結 果
①勤務絞 @織名
本 校 分 絞 教 頭 教諭 助教諭 講師
6 3人 4 9 1 5人 8 5 7 5 
(56. 3~) (4 3.8) ( 1 3.4係〕 (7 5.9) 6. 3) 4.5) 
@ 担任学級
2部複式 5部複式 4 fs復式
9 5人 1 6 
t 84.8~) ( 1 4.3) 0.9) 
④ 教職伴員会年数
-5年!6-10 11-15 16-20 21-25 26 - 30 31- 無答
4 2人 1 3 1 2 2 2 1 1 6 5 
(37.5"') (1 1.6) ( 1 0.7) ( 1 9.6) 9.8) 5.4) 4. 5) 0.9) 
⑤ へき地学校経験年数
-5年 6- 1日 11 - 1 5 16 - 2 0 31- 無答
7 9人 2 0 5 5 1 。 2 2 
(70.5鈎 ( 1 7.9) 4. .5) I ( え7)I ( 0，守 ) ) I ( 1. 8 ) 1， B) 
一13-
① 現在校勤務年数
- 5年 6- 10 11-15 16【 -20 :1 1【 -25 26- 30 31-
9 8人| 1 1 1 。 。 。 日
(87.50，6) F 9、8)I ( 0.9) ( -.) (一 )， (ー ) I (一 )、』
① シート式磁気録苦機の使用出始
UB和38年 38.4 38.10 39.1 40.4 
無答
5月以前 円-38.守 - 39.3 - 39.9 .. 4 0.3 - 40.1 U 
。人 1 1 つ 1 6 2 3 3 1 2 9 
(一) ( 9.8係) 1. 8 ) ( 1 4. 3) ! ( 2 O. 5 ) I (27. 7 .l ( 2 5.9 
③ シー ト作成平均所接待聞 い 枚Uてっき)
5日分 !0・5時間
以上 1 - 1.5 1. 5.. 2 2-2. 5 2.5-3 3 .. 事l~ ~ 
未満 - 1時間
未満
6 1 5 4 3 8 
i (4. 5 tfJ) (2 O. _5 )j_ (~ 6~) I (5.4) ( 1 3.4 ) ( 2.7 ) I l 3.6) (32.9) 
① シー ト式磁気録音気の所有台数
4ロヘ 2 台 5 AロJ、 4 i' 5台以上 百十
学校(介校 3 9 tえ 1 2 5 2 。 5 8絞
も含む)数 ( 6 7.2%) ( 2 0.7) 0.6) 3.4) (一 )
2 0 1 5 5 口 1 1 2人|




イ ある程B箆芝学習効柴をあげる ζ とができる 7 2 ( 6札3)
ウ 単式学級以上K学習突が*をあげる乙とができるの
エその他無答
5 ( 4. 5 ) 






3 8 人 ( ~ 3.9%)
4 6 (4 1. 1 ) 
1 9 (1 7.0) 
9 ( 8. 1 ) 





あゐ イ 児童の生括経験 。 教科書や教科書の借導書 6 
1 .3絞 ウ ア，イの両方 8 ウ 以前の当絞の指導計画 E 




作成中 2 5校 (43.1%) 
凶〔禾作成のよ組由〕
ない | ア 指掃討闘は必妥でない
2 0校 | イ 必袋は必める付れども


























l;Hn; 2 0をζえたのは.2肢を注 l 




言活孔~竺 国語 社会 算数 王室科 音条 図工 家庭 体育
5人 4 2 1 4 7 7 9 7 7 :， 2 8 9 ア 間単元の指導
(之7%) ( 3 7，5: (日，9) (42，0) (7 0，5) (68，8) (69ふ) (79，5) 
2 5 3 3 2 4 3 7 2 5 2 4 1 1 1 8 イ 部分的K問中.元のt旨導
2 2、3) ( 2守， 5 ) (21，4) (33，0) (22‘3) (21，4) (23，9 ) (1 6，1) 
7 9 2 1 5 6 ウ 学年加の指導
( 6 7，0草26，8 (70，5) (18、8) (2，7) (5，4) (2、2) (日夕)
(口町守)
。 2 。 。 日 。 。
二巳 登校時間1rl'ちして伝導 (1，8) (--) (-) (一) (-) (一}



















ぷみトヨ~f国己主S 軍Pロ 社会 算数 理科 音楽 図工
6人 5 4 4 4 6 ア異教科
(5.4%) ( 4.5) (3.6) ( 3.6) (3.6) (5.4) 
守 4 4 8 9 8 4 5 1 2 1 7 イ 同教科呉単元 (83.9 ) (42，9) (8 7.5) (4 0.2) (1 0.7) (1 5.2) 
B 2 7 7 2 6 4 1 3 9 ウ 同教科同単元異程度 ( 7.1) (2 4.1¥ (6.5) (2 3，2) (36，6) 13 4，8) 
日 3 3 守 日 3 5 5 0 4 4 エ 同教料同単元同程度 (ー) (29.5) H (3 1，3) (4 4.6) (59.3) 










。圏 ァ 臼 イ
一司・... '，.-， ・ .，‘ 







(1 5，2) (7.1) 
1 7 4 8 
C 37.0) (42，9) 
2 1 4守







孟yゴ 国語 社会 算数 理科 音楽 図工 家庭 体育
1人 5 3 2 5 7 4 6 4 2 2 6 5 7 
ア 二本案を主とする
(3.6%) (7 0，7) (8.0) (6 7.9) (4 4.2) (41.6) (6 0.5) (34.6) 
2 6 5 ι 2 4 2 B 1 0 3 B 
イ 一本案を主とする
(7.1) (7.1)1 (23.1) (自.0) (20.0) (2 7.7) (23.3) (3 5.5) 
1 0 1 0 7 1 1 1 7 1 2 5 1 6 
ウ ア，イを併合
(3 5.7) (1 3.3) (2 8.0) (1 3.1) (1 6.3) ( 1 1.9.) (1 '.6) (1 5、0)
1 5 1 1 1 7 1 9 2 6 1 0 1 6 
ニ巳 その他，終答
(5 3.6) (8.0) (4 4.0) (1 1.9) (16.3) (1 B.8) (4.7 ) (1 5.0)1 
2 8 7 5 2 5 8 4 1 04 1 01 4 3 1 07 1 
(10 0.0) (100.0)1(100.0) (1 0 O.日)I( 1 0 0，) (10 O.O)!( 100.0)1(100.0)1 
A 岨 学年加の指導V亡主ずける間接指導の方俵
ア 自作プリン トやワークプヅクなどをあたえて，問題解決の強化をはかるの
o 38人 (3 3、9%) Q) 45人 (40.2 %) 
イ 漢字の香取りや計算問題などのような線営問題をやらせゐ。
o 5 1 (4 5，5) 。18 ( 1 6. 1 ) 
ウ 乙れから習うと ζろの教科歯を黙読させて，導入の強化をはかるの。5 1 (4 5. 5 ) 。4 3.6) 
エ プリン トや教科書の問題をあたえて，自己診断テストをさせるの。4 6 (4 1. 1 ) 。8 7. 1 ) 
オ 図書室や各種資料などを別府して ， 知識理解をいっそう深めゐ，~。2 4 (2 1.4) <g 2 1.8) 
カ テレビ ・ラジオ ・映画などの倶聴覚教具ーを活用して，経験領域の拡大化をはかる。
o 2 8 C 2 5. 0 ) @ 1 ( 0.9 ) 
キ シート式磁気録音機やプログラム=シー トをあたえて ，積極的学習をすすめる。
o 45 (4C、2) @ 1 2 (1 O. 7 ) 




手》ぞ空 枚枚 11-20 21-30 41-50 51.， 1 .， 10 
3 8人 1 7 7 7 口 5 7 2 国 語 ( 3 3.9係) (1 5.2) ( 6.5 ) (ム 3) ( 2、7) (6 4.:5) 
8 。 。 。 日 q 社 会 (7.1) (ー ) ( D. 9 ) (一) ( -.1 (ー ) '，8.口)
3 4 1 3 1 1 5 4 2 6 7 算 数 ( 3 O. 4 ) ( 1 1、6) ( 9、自) ( 2.7 ) l 3.6 " ( 1.8 ) C 5 9.8) 
1 1 。 。 。 5 
理 科 ( 0.9 ) ( 0.9 ) (日‘中} (一) (ー 〕 ( 2.7) 
7 。 日 日 。 。 7 
音 楽 ( 6. 3，) (一) (ム3) 
7 。 。 。 。 8 
進 徳、 ( 6、3.l l u.9 ) (-) (一) (-) ( 7. 1 ) 
情司"-- -。 1 。 。 。 。
特 活 (一) ( 0.9 ) (ー ) (一) (一)。 D 日 D 日
行 司五 ( O.中〕 (-.¥ (一) (-) (ー ) (ー〕
3 8 無 答 ( 3 3.9) 
9 6 3 3 4 5 ----¥ 延べ 人数 ( B 5. 7 ) ( 2 9. 5) ( 3. 6) ( 4. 5) 、
計や延べ人数が 10日係を ζえるのは，シートを2教科必l上作成している教師がいるため。
%1 シー ト作成者の 割合
~ v'pぷ:l| 協 l<Z2ZOl PR刀芳L-
国 社 算 理 音 図 家 体 道 特 行

























8 固 シー ト式磁気録音機自体の問題点
ア 操作上の問題を指摘している人
例・ 児童が機械を操作するκは技術的習熟が困難n
4 6人 (41， 1 %) 
1 0 8，9 
5 4， 5 ) 
日
。
3 5 ( 3 1， 3 
白人 ( 7，1 %) 
30 (26，8) 
1 U ( 8， 9 ) 
1 3 ( 1 1，6 
2 1 ( 1 8，8 
日
3 5 
5 7人 (5 0，9 %) 
1 7 
4 0 ( 3 5‘7 ) 
1 3 (1 1， 6 
2 1，8 
5 2，7 






イ シート録音時聞を問題Kしている人 1 4人
例・ 録音時聞が短かすぎ学習内容をもり乙みKくいn
児童K朗読をさせてみたいとき 1枚のシー トの録音時聞が4分では短かすぎるの
ウ コー ド等Kよるがし上の煩維を問題に している人 1 6人
例・ イヤホーンのコードが:短かく ，ヅヤンクショ ニノ・ ポツクスから 10人分いっしょ K聴取
する ζとがむずかし<.児童の盗勢十亡無恐がかかる。
1台のグヤン.クション ・ホックスから何本かのイヤホーンをひきだす関係で ，コー ドが
どじゃどじ干 しやす<.学習Vてわずらわしさを感じるの
イヤホ-/'，パイナ ，ー グヤンクシヨン ・ホ・ツクス等のコー ドがいずれも長<.取り扱
いが煩雑n
エ フィード.パックの操作を問題Kしている人 8人






例. 機材カ:重〈て子どもたちだけで準備する ζ とができvc<い。
機微を子どもが持ち:illiびする ~，(は少々蚕 < .毎日 ，出し入れするには骨がbれるの





キ 音量 ，音質を問題Kしている人 7人
例・ シートが機械vc密着しないとさがあり ，乙とばvcむらが生じやすい。
録音機とプ νー ヤーの閲K音量の差があって，再録音しなければな らないときがあるn









































シー トを学習のどの場面で利用すればもっとも効果的であるか ，を1j):JらかVてする ことが
困難であるの
学習過程のどこKシー トを位置づけたらよいかを見つけだ?のf'C時間ヵ:かかゐn
反復練習や既習知識の定着などの内容は ， 比較的簡単I.~作成できるが ，新しいよ)l.元の導
入などKは， シートの作成が困難であるn
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オ 発音 ，ととばの速さ，音量などを問題Kしている人 8人
例 ・ 発音，アクセント ，速さなどをじ晶うぶん気をつけなければならないのまた， 聞のとり
方や〈り返し箇刀Iiなども留意しなければならな川、
ζ とばをはっきりと ，そして， 親しみの乙もったふだ人泊話 しことばでなければならな
ν'0 
録音氏名、ける質問 ・発同は ，日常 ，教室で使いなれた ζとばを使用して， 直接vct旨導し
ている叙囲気を醸成すゐ ζとれ





ア 能力差の問題を指摘している人 2 5人
例・ シー ト内容の理，'J!fVC誕速の差があり ，一斉t旨導κ機材を刷用する ζ とは困難であるn
1台の機械でf"J人もl瑚くのですが，聞きながら学留を進めゐ場合，早くできた子は遊ん































































V 結 果 の 考 察
との調査は，へき地の小学校(1(.1:，-ける復式学級， :h'よび多級w式の学習指導の実態と，シー ト式磁気
録音機の利用の実態ーと 0(，機材がどのような指導形態や倍導過程K利用されているか ー を
分析するととVLよって ，複王史学級の学習階若手V亡がける機材の効果的な位位づけを考察する上κ必要な資
料を得るために行なったのであるロ したがって ，調査の対象者は ，二部後式，または多級彼式学級の学






(1) 調査対象者の勤務校は ，本校 6 3人 ，分校 4 9 人で本校鋭、必がやや多 〈 ， 戦名~Ijでは教諭が 8 5 
人で多数をしめているn また ，担任学級の学級構成は，二部俊式95人， 三部俊式 16人， 四都埴犬
1人で ，二郎後式学級の担任者が圧倒的に多(， 85%VL主主しているn ζ うした結米から， シー ト式
議気録音機の利用研究Kは ，とぐに，二部複式学級を中心Kして研究がなされなければならな加と考
えるn
(2) 調盆対象教師の教戦経験年数，へき地学校経草食年数 ，現任校生;Jm年数を針べてみゐと，いずれも 5
年未満が大部分をしめ，とくにへき池学校経験年数(7口、 5%)や羽任絞勤務年数(B 7. 5 %) (lCI>' 




(3) シート式総気録音機のi吏同開始はjJtl和 40年 4月から 10月までのJolt出VLI交われたケースがもっと
も多く ，次いで 39年長後半VLなるn 員量J[L1年以内での使L討が目立ち，制笠メ'I録 11 2人中約半数の
5 4人がこの期間ctVL集中しているn もっとも ，県教育委員会がへき1也教育の改善刈上のためKシー





ト1枚を作成するのに どのくらい時闘がかかるのか調査したのであるn ぞれKよゐと， 1時間前後が
4 1人，2時聞から 2時間半まで(1(回答した教師が 15人というように .予怨以ヒκ時間をかけてい
るn へき地の後式学級の担任教師は ， 直接指導する学年の教材研究や資料の準備，筏h の絞~% ，分校
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連絡などの事務κよって仕事が過重vcなq ているのであるのその上VC，2 ， 5箇学年を同時に担任す
る教師が 1箇学年の僧導準備と Iてのシート作成のためVCl-2時間の時聞をかけて準備しなければ
ならない ζ とは ，複式担任教師をますますj@1亘氏し ，労力負担をJ曽大させる原因になるものと考えら
れるのとのととは ，一統K断言'できないけれども ，3 8人の多〈の無回答者を出現させたととtてもそ
の一端が表われているようK思うn つまり， 通去にかいてi妓材を{変則したととはあるが，複式指導の
中VC利用した ，とまではいかず，実験的〔たとえば ，機械操作の線量ぎやシー トの初歩的作成のために)
段階にとどまると考える教師が多<，したがって， ζの項目を無符としたとも忠われるのである。こ
うした点から，市版のシートの活用や ，あるいは自作のシートでも， シー ト内容め質を落さずしかも
短時聞に作成できるよ うな研究が安請されゐし， ζの研究のねらいのひとつも実は ζの点にあるの
(5) シー ト式磁気録音機の所有台数は， 学校を単位Kして調べると ，1台の所有校が 39校で 67，2 '{6 
と過半数をとえ，2台は 20，7%とかな b減少し ，3台以 ヒのけf合ー絞は優めて少数Kな q ているn ま
た ，角度をかえて教師がわからみれば ，その頃属する学校の所有台、数が 1台だけでるる教師が72人












と考えゐn 謝査Kよゐと ，r復王立学級Jは ，指導言li出や指導法の〈ふうによ 9 て，ある程度効果をあげ
る乙とができる，と考えている教師がもっとも多<， 6 4， 3 % vc遥していゐ。次VC，学年K対する意識
では ，複式であるので ，やむをえず学年のわくをとり向単元指導をと り入れているが ，常々学年を強〈
意識しているのと回答した教師が46人で 41， 1 % vcるたるのつまり，乙の調査の結果vc闘する|緩り ，









A[E-団までは ，徒式学習指導計画の有無，性格，作成方法 ，未作成の現由な どについて調否ー したも
のである" 5 8校(1学校または介校から 2名以上の教師が回答をよせられたので，学校別にすると ，
5 8校κなる。)の中で，複式学習指導討亙のある学校は 13校 (22.4%)VL過ぎないn また ，現在
はないけれども目下作成中であゐ学校が 25校で 43.1 %をしめ，ζのケースがもっとも多い。さ らK
複式学習指導計画がない学校は 20絞 (3 4.5 %)で，指導計画を桐窓してある学絞よりも多〈なって
いゐ。それでは ，指導計画を用意してある 13校の編成方針 ，あゐいは指導言十回の性倍を調べてみると
ウの「教科yu-"ける系統性と児童の生活経験のどちらも考慮して ，と (VLどちらか一方を重視した編成
のしかたではないn J学校が8校で， f也の 5校はすべて ，アの「教科VLi;・ける学習内容の系統性をと 〈
に重んじて編成したn Jの項。て応答しているのであるれ へき地の小規模学校I'(I>'いては児主主ー 数がきわめ
て少な<I 複式学級も少人数の児蛍で構成されているわけであゐから，児主主ひとりひとりの能力に応じ
た個別指導が容易であると考えるn 乙のようκ少人数の学級でなければみられないすぐれた特質をもち
ながら.児童の生活経験K重点をな〈よりも ，教科の系統性Vζ:重点をないた指導計i泌が作られている ζ ー
とは ，複式学級の特殊性に適合した主体的な借導計画の編成がみられずひとつの問題点であろう。























元t旨導をしてはいないが，指導すぺき内容Kよっては ，部分的に同単元街導を行なっている。 J教師が ，
同誇で 25人(2 2.3労) .算数で24人 (2 1.4 %)と:旬、像していたよりも多い。一般に国籍や算数
は教科の特質上，同単元抱導が困難であるといわれるが，とうした結果から推察すると ，積極的K同単
元指導をとり入れ借導技術を改善しようとする意欲がみうけられるn @の教科は ，音楽 ，図画 ・工作 ，
家庭，体育の 4教科で ，fをほ類似した指導計的lをとっている。つまり ，同単元指導が7筈肋主ら 8割まで
v[集中しているのであるn また，部分的K同単元僧導を行なっている教科を入れると，これらの 4教科








呉なった学宮内容を行なう同教科兵単元では，闘諮 (83.9 %) .算数 (87，5 %)が圧倒的に多<， 
社会 ，選科が約4醤IjでそれK紛:き ，音楽 ，凪工，家庭，体育では 10-15%前後できわめて少ない。
同教科同単元兵程度での抱毒事は，管楽，凶工，家庭，体育が 35-40%でもっとも多(I統いて社会，
理科になJ:;，凪語，算数で行なう教師は非常1'(少ないn 同教科同単元同程度 ，つまり二簡学年の学習指
導を同一目標，同一内容ですゐ教科は ，前者と同僚音楽，凶工 ，家庭，体育・で行なうケースが 35-4 
日¢でもゥとも多く，社会，j隼科では 3U帰前後 ，凶語 ，算数では皆無であるnζうした結果からいえ




単元で商学年を指導し ，二年間で全内容を習得させようとする築)で行なう教科は社会 (70.7 %) 
理科(6 7，9帰) ，家庭(6 0， 5 %) 1'( I>-いて若し<，国語 (3，6帰) ，算数(8，0労)では極端K少
ない。また， 一本案 L複式学級の|喝学年K対 し.同単元を設定し.-tの単元を二年間〈り返して全内容










これVCよると， 4 0 %を乙えているノ伝法をあげれば ，r練習問題をやらせるJ(4 5. 5 %) ， r導入の
強化をはかるJ(4 5、5係) ， r自己診断テストをさせるJ( 4 1. 1 %) ， rシート犬磁気録音機を活
用J(4 0、2%)となるn ζの項で 100婦を ζえるのは，ひとりの教師が多J員討を解答:したからであ
るn そこで ，もっ とも多〈行なう方後を1つだけあげてもらうと ，アの 「自作プリントやワークプ Yク
などをあたえて ，問題解決の強化をはかるjが 4口町2係でトップ ，つぎは ，r漢字の書取bゃ封鎖;問題
などのような練習問題をやらせるJで 16， 1労，さらに，シート式倣気録音機ゃプログラム=γートを




ちKなっているととであるn しかも，さらに考えてみなけれは:tcらないζ とは ，ζれらの問答者はwず
れも，調査の時点までκシー ト式録音機を複式脂導κ利用したことのある教師でありながら ，と <vcシ
ート式磁気録音械を利用して間接指導を行なっていゐ教師が，わずか 12人(1 0，7 %) -cあることは
在巨 しなければならないりそれだけ ，f淡材をヰIJ!討した複式倍2.-(j，が国縦なのか ，あゐいは， 阪材の詩人(IL
密接不可分な‘ノー トの作成が国総なのか，そのへんをじ岨うふ・ん検討してみる，必袋があるようK忠う。
ろ シ トー 式磁気録音機の利用状況について
調資8は ，主として複式情導Vζかけるシー 卜式磁気録音機の利用状況を調べたものである。調室長目
は ，囚シートの作成枚数，L2.l指導形態Vてなける機材の位世づけ ，日J学習場程κなける機材の位産主づけ ，





回のシート の作成校数では ，1 0枚までが圧倒的に多<， 1 1枚以上はと〈少数の教w:Iが作っている
根皮であるのまた ，教科見iJシー ト作成者は ，凶語が72人 l64，3掃) ，算数が67人 (5 9，8係)と
この両教科がも っとも多<，その他の教科ではきわめて少なく なっているn 凶工 ，家反，体育にないて
は作成者は皆無であるのまた ，教師Kよっては凶語や算数vc5 0枚以上も シートを作b旺盛vcシート学
習を実施している教師もいれば，学校vc作品材はあるが，実験的K使附した程以;で ，学習f旨導VC利用する
までVLいたっていない教師もいる ζ とである。終答が 38人Kなよぷζとは，シート式h銭安、録音械があ
まりキIJ唱されていない実怜ーを説明しているようでもあるの艇答話の]7v..乙とは ，っき'の出i主;l通VL;1"いて
も |弓i様で ， 約 30 -35 %の高率を示していゐn とのよう氏;~宗主王者を多〈出現させた理由は ， ささにも








































回jか ら回までは機材自体 ，シート作成時 ， 学~展闘時の 5 つの観点から シート式磁気録音機を利用す
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上での問題点を調べたものである。































てあげているn 能力差の問題は ，1機械多数児童で学習がすすめられるのであるか ら， どう しても理
鉾能力K差がでて〈るのは明らかである。したがって， ζ うした場合は1枚のシートを全部D児童が
恵取するのではな(.学宮町ねらいに応じて，比較的両度の学音めときκは上位群，既習内容の定着











ート学習を行なう場合κは， γー ト=プログラムを構成すると きに，たくさんの ，小さな ，そしてつい
てゆきやすいステップを組んだり ，向分の答えをその場で縦認できるよう なプログラムKすると ，ある
移庭 ，個々の児童の"T~過程をとらえるととができるのではないかと考える。
4 まとめ
乙の研究は， シー ト式槌気録音i幾を利):j-jした複式学習伝導の改善のための第 1年次の研究をまとめた
ものである日本年伎の術究は主と して謝査κよ心たn 調査の内容は ，シート式俄気録音機を導入したゾ
ー ド学習が ，主主えf旨導のなかでどのよう K利1iされているか ，いわば機材の芹1)刷状況と ，機材を導入す
ゐ上で悲挫となる腹式学習指導の実態調ぎで構成されていゐ。
制査の中心課題である減材の剃Jは状況Kついて妥約すゐと，つをのとなDであるの
1. γートの作'J_!<;状況は ，叫待していたほど作られていず ，延べ 10枚以下が汗.倒的K多加。ぞれは ，
|長l言語 ・算数の二教科K集中し，その他の教科の作成率はさわめて低0.，
2. 機材を指導形態，指導地在のどの場正ovc位世づけふかは ，複式学級の学習僧導にないて重望書なポイ
ント Kなゐが ，学習形態では ，学年別の指導l宅会ける間接指導のなかで 一斉進度学習K沿いて ，指導
地裂では ，学当lのl↓J，し、K:幸子いてねらいの主部分を足着させ るためVζ機材を利用するケースがもっとも





が，:Jo・もvcあげられているn つまり ，機材を導入したととKよって ，学習惜導，学習管理の両面にわ
たって復式指導が改義された乙とKなるn
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